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IMA(Immuno-Magnetic Assay ）免疫磁気測定法の原理

抗原測定では特異抗体がコーティングされた

磁性ナノ粒子が標的抗原と反応

（抗体測定では特異抗原がコーティングされた

磁性ナノ粒子が標的抗体と反応）

強磁場でナノ粒子が鎖状に配列されて

特異なナノクラスターができます

抗体がコーティングされ
たナノ粒子

抗原

抗原がコーティングされた

ナノ粒子

抗体

抗体測定IMA

抗原測定IMA

検体が正確に計量され

マイクロ流体チャネルに流入　　　　

試薬と自動的に混合

均一な混合 磁気的強化反応

ナノ粒子と検体の混合 ナノ粒子の磁気整列 ナノ粒子の磁気回転

IMAの読み取り

BluBox システムの特徴

 

● 専用の使い捨てカートリッジで測定

● 指先穿刺血検体で全血ワンドロップ（約20μL）測定

● 操作は3ステップ　①サンプルID入力→②カートリッジ挿入→③測定開始

● キャリブレーションは不要、カートリッジのQRコードから校正情報を自動読み取り

● 測定時間は約７分間、検体準備時間を含めて10分間以内で測定 、6テスト/時間

● COVID-19抗体の定量分析が可能　（研究用）

● 本体は20ｘ21ｘ17ｃｍ 3.1kgと小型軽量で設置場所を選びません

● 特異性、感度、正確度、精度ともに ELISA法とほぼ同等

● 新規項目は今後開発される新カートリッジにより追加

最先端のマイクロ流体工学とナノテクノロジーを組み合わせて革新的な技術を開発しました

IMA(Immuno-Magnetic Assay)の原理を応用したPOCT装置
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青色レーザー光で
ナノクラスターの
濃度を計算



医療従事者のために

医療機器の優れた要素を取り入れ医療従事者のニーズを満たすように設計されました。

感染症バイオマーカーをターゲットとする使い捨て専用カートリッジViroTrack® を測定するPOCT装置です

使いやすいタッチスクリーン
インターフェース

使いやすい設計で

カートリッジを

スムーズに挿入可能

頑丈でクリーニングしやすい
高耐久性素材  (ABS) を使用

USB ポートを利用して

迅速にデータを移動可能
内臓の品質管理

セルフシステムで

装置の信頼性を維持

ハンドルで安全に

持ち運び可能

BluBox®   ACCURACY & 

SPEED 

BluBox の使用方法

ViroTrack® カートリッジに全血検体を注入 カートリッジを挿入します

カートリッジを取り外します。次の測定が結果は画面上に表示され、印刷も可能
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可能になります



動作条件

スクリーン

メモリ容量

データ移動

使用できる周辺機器

外部AC/DC電源アダプター入力

外部AC/DC電源アダプター出力

寸法 (W x D x H)

重量

接続用ポート

テスト処理能力

併用可能な製品

7インチ カラータッチスクリーン

テスト10,000回分

USB

バーコードリーダー（開発中）プリンター（特定機種のみ）

100 - 240 V AC、2.0 A - 1.0 A、50/60 Hz

19 V、4.73 A

210 x 200 x 170 mm

3.1 Kg

テスト6回/時間

BluBox® はViroTrack カートリッジ対応

温度範囲

相対湿度

輸送温度

15～35°C

10～80% (結露なし)

- 10～40 °C

USB(2),LAN
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